
セキュリティー対策
中 小 企 業 の

答した。何らかの被害に遭った企業は５.７％で、最も多
い回答は「コンピュータウイルスに感染（２.７％）」であっ
た。また、コンピュータウイルスの被害を認識している企
業のうち、想定される侵入経路は「電子メール」の割合が
最も高く62.２％で、「インターネット接続（ホームページ閲
覧など）（45.９％）」「自らダウンロードしたファイル（23.
４％）」が続いた。しかし、20年度の「中小企業サイバー
セキュリティ対策支援体制構築事業（サイバーセキュリティ
お助け隊事業）成果報告書」では、中小企業１１１７社に
設置した機器が外部からの不審なアクセスを18万１５３６
件も検知したことが明らかになっている。先述の情報セ
キュリティ対策の実施状況を踏まえると、回答企業におい
てサイバー攻撃を認識できていない可能性も否定できな
い。本調査報告書についてはＩＰＡのウェブサイトに掲載
している（ＱＲコード参照）。また、個別のインタビュー調
査に基づく61件の取り組み事例を事例集として取りまと
め、後日公開を予定している。事例集は、情報セキュリ
ティに関する取り組み内容が充実している、もしくは投資
が多い事例や、被害実態などのある事例、サプライ
チェーン上での要請が多い事例などを選定。調査報告書
と併せて自社の取り組みの参考にしてほしい。

21年度の調査報告書を公開
独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）は３月、「２

０２１年度中小企業における情報セキュリティ対策の実態
調査報告書」を公開した。16年度調査（前回調査）との
比較では、中小企業における対策の実施状況の改善はわ
ずかであり、さらなる対策の必要性の訴求や対策の実践
に向けた支援の必要性が明らかになった。主な調査結果
を紹介する。
■過去３期における「ＩＴ投資」「情報セキュリティ投資」
を行っていない企業は共に約３割
過去３期における「ＩＴ投資」の状況について、「投資を

行っていない」と回答した企業は30％。また、過去３期
の「情報セキュリティ対策投資」についても「投資を行って
いない」と回答した企業は33.１％であった。「ＩＴ投資」に
ついては前回調査（47.７％）と比較すると17.７％の改善と
考えることができ、ＩＴの導入・活用が中小企業において
も一定程度、進んでいる様子がうかがえる。情報セキュリ
ティ対策投資を行わなかった理由としては、「必要性を感
じていない」の割合が最も高く40.５％で、「費用対効果が
見えない（24.９％）」、「コストがかかり過ぎる（22.０％）」
が続いている。なお、中小企業（１０１人以上）の「その
他」の割合が高く、これには「親会社が投資しているため
自社負担がない」といった趣旨の回答が多くあった。
■情報セキュリティ対策の実施状況は、５年前と比べて
改善はわずか
被害防止のための組織面・運用面の対策の実施状況

について、前回調査の結果と比較すると、大半の項目で
対策実施の割合が増加している。特に、「情報セキュリ
ティ対策の定期的な見直し」については17.４％と前回調査
（５.６％）から10％以上増加した（図表）。一方、情報セ
キュリティ関連製品やサービスの導入状況について、「ＶＰ
Ｎ（仮想専用ネットワーク）」の導入については17.１％と前
回調査（11.９％）から５.２％増加しているものの、その他
の情報セキュリティ関連製品やサービスについては前回調
査と大きな差がない状況であった。
■情報セキュリティ被害に「遭っていない」との回答が
84.３％
20年度の１年間に情報セキュリティ被害に遭ったか否か

を聞いた設問では、84.３％が「被害に遭っていない」と回

被害防止へ対策進むも道半ば

調査報告書の詳細はこちら

（独立行政法人情報処理推進機構・江島将和）

課　題 コロナ禍を機にテイクアウトに挑戦するも苦戦
　コロナ禍で客足が落ち込み、これまでにない危機感
を感じ、何とか事業を継続できないかと悩まれていま
した。常連客からの「自宅でお店の味を楽しみたい」と
いう声に励まされ、テイクアウトに挑戦したものの、当
店は「手打ちそば」などテイクアウトに不向きなメ
ニューが多く苦戦。それでも、後藤さんは、何とかしてテ
イクアウトメニューを作りたいと模索されていました。

取り組み 補助金を活用し、テイクアウトを強化
　相談時には、すでに「定番メニューを真空パックしてテイクアウト商品に」という計画を
お持ちでした。コロナ禍を契機としたテイクアウトの強化という内容が『小規模事業者持
続化補助金（コロナ特別対応型）』の要件にあてはまっていたため、当所職員と一緒に申
請に向けて事業計画作成に取り組むことになりました。九州北部豪雨被災地の朝倉産の
そば粉を一部に使っているというストーリー性や、お客様からのニーズなど、グリチネさ
んならではの強みを具体的に計画書に落とし込み、ブラッシュアップを繰り返しました。

成　果 グリチネ定番の味を鮮度そのままお届け！売上維持に貢献
　顧客ニーズをくみ取った具
体的な計画書となったこと
で、補助金申請が、採択されま
した。計画通り、真空包装機
を購入し、グリチネ名物「オ
マール海老のビスクのざるそ
ば」や「そば粉ピザ」などを鮮
度を保ったまま販売すること
が可能となり、コロナ禍での
売上維持につながりました。

経営相談のススメ
～福商伴走型支援 事例紹介～

当所では、事業計画策定や補助金申請、その後のフォローアップ
を通じ、事業者の経営課題の解決を目指す「伴走型支援」に取り組
んでいます。本コーナーでは、当所の支援を通じて課題解決に取
り組んだ事業者の事例をご紹介します。

小規模事業者持続化補助金を活用し、
テイクアウトを強化

洋風そば食堂 グリチネ

業　種：飲食業
代表者：後藤 大輔
ＴＥＬ：092-846-8135
ＵＲＬ：https://www.glicine-soba.com/

所在地：福岡市早良区西新5-6-1
パークヒルズ西新1階

2017年、早良区西新に創業。日本伝統の「そば」を洋風に仕上げた料理と厳
選した日本酒などを提供。2019年には、城南区六本松にそば粉スイーツと本
格コーヒーを提供するカフェ（２店舗目）をオープン。経営方針は、お客様に
「至福のひととき」と「感動」を与えること。お客様とのコミュニケーションも大
切にしている。

　補助金の申請といっても、現状分析や課題の把握、
取組内容の整理など、事業計画書の作成は簡単ではあ
りません。後藤さんは、連日夜遅くまで計画書の作成に
取り組まれ、努力されていました。今後も、グリチネさん
の発展が楽しみです。応援しています！

担当者の声

担当職員
澤野 美咲

◀▲真空パックしたテイクアウト商品
（左 オマール海老のビスクのざるそば、
右 そば粉ビザ）

▲洋風そばと和風そばの食べ比べざるそば

　過去に補助金申請に挑戦したことはあ
りましたが、今回はコロナ特別対応型と
いうことで分からないことだらけでした。
正直、申請に必要な事業計画の作成は大
変でしたが、担当の澤野さんには、お店の
事情を汲みながら相談に乗っていただ
き、とても親切に対応いただきました。今
後も商工会議所に相談しながら、様々な
支援を活用し、お店を“良い方向”に持っ
ていきたいと思います。

店主 後藤 大輔

地域支援第１・第２グループ
TEL 092-441-2161／2162

事業者の声

経営まめ知識

小規模事業者持続化補助金とは…
小規模事業者が、販路開拓に取り組む費
用を補助する補助金。当所では申請に向
けた支援を行っています。
（令和３年度支援実績 年間574件）

経営に関するお問い合わせ
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